
「かぐや」は宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです

女性会員のみなさま、一人ひとりに直接お届けします。
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コラム

リニューアルから２年
「かぐや」が第５号からリニューアルし、はや２年が過ぎようとしています。
スタッフが一新、女性会員のみなさま一人ひとりに直接届くようにと、発送方法も一新。
そして大会の舞台裏を紹介したり、データの公開、科学的な情報の掲載を通して、みなさまに愛され、
役立ててもらえる季刊誌を目指してまいりました。

今号では、平成22年度をしめくくるにふさわしい話題を――ということで、
栗原茂夫・全空連専務理事にインタビューし、今後の展望をうかがっています。

新年度からは、強力な新スタッフが加わることになりました。
２年間を無事に終えようとしている満足感と、「さらにパワーアップした『かぐや』をお届けしたい！」
という使命感に、スタッフ一同胸をふくらませています。
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present
ご意見・ご希望をくださった方の中から抽選で、

「かぐや」オリジナルタンブラーをプレゼントいたします。
（メールにてご連絡いたします）

空手が大好きな、働く女性を
イメージしたデザイン

「かぐや」ではみなさまからのメールをお待ちしています！

〈必要事項〉
①お名前　②年齢（任意）　③性別　④空手歴（流派、会派、経験、
段位など）

〈みなさまからの声〉
・「かぐや」を読んでいかがでしたか。
・今後、どのような記事が読みたいですか。
・空手道に関して知りたいことがあればお知らせください。

〈メールアドレス〉
kaguya-dk-karatedo@japan-sports.or.jp

〈今号の表紙〉東京都女子団体組手チーム
第38回全日本空手道選手権大会・女子団体組手優勝。

右から廣瀬まりさん、山田沙羅さん、椎名舞さん、石川瑛理さん。
東京都は女子の部３連覇の快挙を達成した。

かぐやスタッフが全空連の栗原茂夫専務理事に、普段、
疑問に思っていることや聞きたかったことをうかがって
みました。

――今年の主な国際大会はアジア選手権大会、アジアジュニア＆カデット空手道選手権
大会と、世界ジュニア＆カデットアンダー 21 空手道選手権大会です。この三つの大会
でいい成績を収めることを目標に、選手はもちろん、強化委員、全空連が一丸となって
取り組んでいきたいと思います。
　昨年は大きな国際大会が４つ開催されました。第 7 回世界大学空手道選手権大会、第
10 回アジアジュニア＆カデット アンダー 21 空手道選手権大会、第 20 回世界空手道選手
権大会、第 16 回アジアオリンピック。日本選手団は力いっぱい戦い、それぞれで成果を
上げることができました。国際競技力が飛躍的に高まっている中で、日本が勝利するた
めに選手強化の内容の充実を図るとともに、新人の発掘に力を入れていきたいと考えて
います。

［メイントピック］

●質問１●
まずは平成 23 年の抱負をお聞かせください。

――全空連の本部である日本空手道会館が完成して 1 年が経ち、
すべての事業を本部中心に行えるようになりました。運営する側に
とって一番ありがたいことは、毎回会場の心配をしなくてよくなっ
たということですね。この会館を国内はもとより、世界に向けた情
報の発信基地として、また全国の子どもたちに夢を与える場として
大いに活用していきたいですね。今後は空手道の歴史などを含め
た資料室のようなものも作って行きたいと思います。

●質問 2 ●
会館落成から 1 年経ちましたが、空手道の「総本山」
としてどのような手ごたえがありますか？　
また今後はどのように活用していく予定ですか？

インタビュー

栗原 茂夫
（財）全日本空手道連盟 

専務理事

日本空手道会館で行われている空手道教室で自ら指導に当たる栗原
茂夫専務理事。

2010 年、セルビアで行われた第 20 回世界空手道選手権大会。
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――どこの社会でも今、元気があるのは女性です。社会においても家庭において
も重要な担い手の女性が、これからますます空手道に参加し活躍できる環境を作っ
ていきたいと思います。
　公認審判員の三分の一くらいが女性審判であったらいいなと考えています。女
性の場合、男性とは違う事情があるでしょうが、地区審判や全国審判、国際審判
を目指すような意欲のある女性にたくさん出てきて欲しいと思います。
　また、この「かぐや」という季刊誌は、行間から優しさが伝わってくるような素
晴らしい誌面づくりだと思います。読者からも好評を博し、全空連としても、こん
な素晴らしいものが発行でき、制作に関わっているスタッフの皆さんには非常に
感謝しています。これからも引き続き全空連会員の皆さんに対していいニュース
を提供してください。

●質問７●
女性審判員を増やすことなど何か構想がおありですか？　
また、この「かぐや」についてどのような感想をお持ちですか？ ――全空連は現在、会員登録と各事業、頒布品と若干の助成金で運営さ

れています。長い不況の中で厳しい状況ではありますが、会員登録の増
大と各企業の理解と協力を頂きながら、広告など事業収入の拡大に努力
していきたいと思います。

●質問 4 ●
全空連運営のための財源確保について、
何かお考えがありますか？

ジュニア選手たちの強化合宿も充実してくる。

――全空連の会員登録制度は、全空連のすべての事業の元になるものです。公式
試合への出場や、公認段位、公認審判員資格などの取得には会員登録が必要とな
ります。しかし、すべての空手道愛好者の皆さんが会員登録しているかというと、
必ずしもそうではありません。
　柔道や剣道などの他武道は長い年月を経て組織が一本化されてきましたが、空
手道は多くの場合、それぞれの会派での活動もあると思います。公認資格の取得
や公式試合に出場することのない人たちは、全空連の会員登録の必要性がないと
思われるのか、なかなかすべての空手人が全空連登録をするという状況になって
いません。会派の段位取得や大会だけ参加するという人の中には、会派の登録だ
けで済ましている人が多くいらっしゃるのです。
　全空連は皆さんの協力で成り立っている組織ですので、どうか会員制度にご理
解いただいて、実際に空手をやっている人たちだけでなく、空手道の素晴らしさ
を理解して応援してくださる方々にも、全空連の会員登録をしていただきたいと
思います。
　また都道府県連盟や競技団体を通じて登録していただくことによって、頂いた
年会費を各連盟にも還付金として返還している関係上、直接全空連への登録は今
のところできない状態です。

●質問５●
財源確保との関係もあると思いますが、全空連の会員をさらに
増やしていくことについては、何かお考えはありますか？

――空手道を含めた武道というものは、現代の日本人の間から失われつつある
「礼節」というものを規範としたルールを社会の中に追求していくものです。
　平成 24 年度から中学校の必修科目として武道の授業が実施されます。全空
連としても文部科学省や日本武道館、全国中学校空手道連盟など多くのご協力
ご支援で「空手道指導の手引き」を作成し、全国の都道府県連盟、教育委員会、
全国中学校、競技団体、会派団体に配布し、準備を進めているところです。
　中学校教員の指導者の育成を含めて全国の中学校で一校でも多く空手道の授
業が採用されるよう取り組んでいます。中学校で空手道を学んで良かった、武
道に触れることができて良かったと人々から感謝されるよう、私自身を含めて
指導者一人ひとりがその意義を認識して常に行動することが、空手道の社会的
認知を高めることにつながると思います。

●質問６●
今後、空手道をどのように社会にアピールしていきますか？

――中学生から一貫した、国際大会で勝てる選手の育成を目指したいと思います。
また世界の中には強化選手に給料を出している国も数多くあるようですが、日本
も先の第 20 回世界大会から、「褒賞制度」を採り入れました。
　この制度がすべてではありませんが、世界大会とアジア大会、アジア競技大会
の 3 大会について上位入賞を果たした選手には、褒賞金を出すことになりました。
その財源については趣旨を理解していただける企業や個人の方の協力を中心に考
えています。

●質問３●
選手育成について、今後、力を入れたいポイントはどこですか？

中学校の武道必修化に向けて中学生指導者
を対象に行われた指導者講習会。

今回、大変お忙しい中、栗原専務理事にインタビューの時間をとって
いただきました。実際にお話をうかがってみると、やはり私たちか

らは分からない、見えない、気づかない難しい問題もいろいろありました。
私たちは「もっとこうなればいいのに……」と短絡的に考えてしまいが
ちですが、やはりできることとできないことはあります。実際にこういっ
た話をする機会があるからこそ、いろいろと理解できるのを痛感しまし
た。「かぐや」を通じて、読者のみなさまと全空連、その他多くの関係者
とのコミュニケーションをとりながら、今後も、みなさんとともに一緒
に考えていけるようになればよいと思いました。

取材を
終えて
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流 
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外
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日
本
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道
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が
武
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の
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的
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、
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本
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遣
団
を
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１
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道
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の
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と
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メ
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シ
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０
９
年
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
総
督
で
あ
っ
た
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
船
長

ら
乗
組
員
317
人
が
千
葉
県
の
御
宿
で
難
破

し
、
彼
ら
を
救
難
し
た
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キ
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ま
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。

　

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
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を
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、
長

い
フ
ラ
イ
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後
、
よ
う
や
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メ
キ
シ
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、
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。
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磨
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わ
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９
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。
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ラ
・
バ
レ
ー
ラ
体
育
館
」
に

向
か
い
ま
し
た
。こ
の
会
場
は
、１
９
６
８
年
、

メ
キ
シ
コ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
の
競
技
会

場
の
一
つ
で
、
メ
キ
シ
コ
市
内
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

　

午
前
中
は
全
武
道
の
リ
ハ
ー
サ
ル
。
午
後

か
ら
本
番
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。

現
地
の
テ
レ
ビ
局
、
ア
ス
テ
カ
テ
レ
ビ
の
取

材
も
あ
り
、
空
手
道
の
歴
史
や
技
術
に
つ
い

て
、
ま
た
競
技
空
手
の
変
遷
に
つ
い
て
、
柳

田
先
生
と
原
口
先
生
が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
午
後
か
ら
の
本

番
の
時
間
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
観
衆
は

４
５
０
０
人
以
上
！　

大
き
な
拍
手
に
迎
え

ら
れ
入
場
行
進
。
空
手
道
に
続
き
、相
撲
チ
ー

ム
の
入
場
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

私はジオンを演武しました。

　

演
武
会
、
第
11
番
目
、
空
手
道
の
演
武
が

始
ま
り
ま
し
た
。
柳
田
団
長
の
「
さ
あ
、
行

く
ぞ
！
」
の
声
が
響
き
、
私
た
ち
６
人
が
一

列
に
並
び
、
同
時
に
前
に
進
ん
だ
時
に
は
、

さ
ら
に
大
き
な
歓
声
が
場
内
を
埋
め
尽
く
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
柳
田
先
生
と
加
藤
先
生
の
和
道

流
の
約
束
組
手
が
６
本
、
そ
し
て
加
藤
先
生

の
「
チ
ン
ト
ウ
」。
続
い
て
、
原
口
先
生
に
よ

る
「
ニ
ー
パ
イ
ポ
」
と
形
の
分
解
。
荒
賀
先

生
に
よ
る
「
ク
ル
ル
ン
フ
ァ
」
の
形
の
演
武

と
分
解
。
そ
し
て
私
は
「
ジ
オ
ン
」
の
形
の

演
武
と
「
椅
子
捕
り
」
３
本
。
そ
の
相
手
は

髙
山
先
生
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
椅
子

捕
り
」
と
い
う
の
は
、
座
っ
た
状
態
か
ら
攻

防
を
行
う
も
の
で
、
私
に
と
っ
て
も
初
め
て

の
演
武
で
し
た
。最
後
は
、髙
山
先
生
の「
バ
ッ

ト
折
り
」。
脛
で
試
割
を
行
い
ま
し
た
。

　

演
武
会
の
時
間
は
短
か
っ
た
も
の
の
、
空

手
道
の
人
気
は
高
く
、
盛
大
な
拍
手
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
演
武
会
後
に
は
100
名
ほ
ど
が

参
加
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
空

手
道
を
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人
も
、

み
な
さ
ん
楽
し
そ
う
に
体
験
し
た
よ
う
で
す
。

　

メ
キ
シ
コ
で
の
演
武
会
は
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
残
念
だ
っ
た

の
が
、
お
腹
を
壊
し
て
し
ま
い
、
メ
キ
シ
コ

滞
在
の
前
半
は
ほ
と
ん
ど
食
事
を
と
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
武
道
の
演
武
を
目
の
前
で
拝
見
で
き
、
ま

た
交
流
も
で
き
て
、
ハ
ー
ド
な
一
週
間
で
し

た
が
、
達
成
感
と
心
地
よ
い
疲
労
感
を
感
じ

な
が
ら
、
メ
キ
シ
コ
を
後
に
し
ま
し
た
。

（
報
告
／
喜
島
智
香
子
）

空手道団員
団長：柳田 俊介（範士八段、和道流）
　　　原口 髙司（範士八段、糸東流）
　　　髙山 雅彦（教士七段、剛柔流）
　　　荒賀 正孝（教士七段、剛柔流）
　　　加藤 英夫（錬士六段、和道流）
　　　喜島 智香子（錬士六段、松濤館流）

参加武道（12団体）
〈近代武道〉
柔道／剣道／弓道／相撲／空手道／合気
道／少林寺拳法／なぎなた／銃剣道

〈古武道〉
大東流合気柔術琢磨会／佐分利流槍術／
立身流兵法

400

日本武道団

クルルンファを演武する荒賀先生。

原口先生はニーパイポを演武。 加藤先生によるチントウ。 和道流の約束組手。左が柳田先生。

演武に臨む空手道団員６名。左端が私（喜島）です。「椅子捕り」では腰掛けた体勢からの攻防を演武しました。

髙山先生（左）が蹴りでバットを真っ
二つに…会場は大興奮！

異国情緒漂う街並を背景に一枚…。

「かぐや」編集チーフ　喜島智香子

2010 年 11 月10 日から 17 日にかけて、日本武道団（近代武道 9 団体、
古武道 3 団体の計 12 団体）、総勢 74 名がメキシコに派遣され、かぐや
の編集委員の私もそのメンバーの一人として参加しましたので、みなさま
にレポートいたします。

メキシコに派遣された「日本武道団」空手道団員。右から、荒賀先生、髙山先生、原口先生、柳田先生、喜島、加藤先生。
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は
初
出
場
だ
。
相
手
は
大
学
生
の
大
西
夏
美

さ
ん
、
高
校
時
代
に
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
強
豪
選
手
だ
が
、
山
田

さ
ん
は
「
勝
っ
て
、
次
に
待
っ
て
い
る
椎
名

先
輩
に
回
す
ん
だ
」
と
の
一
心
で
、
１
ポ
イ

ン
ト
、
ま
た
１
ポ
イ
ン
ト
獲
得
し
て
い
き
、

３―
１
で
勝
利
し
た
。

　

大
将
戦
に
は
社
会
人
の
椎
名
舞
さ
ん
が
登

場
。
京
都
府
か
ら
は
片
山
文
香
さ
ん
が
入
場

す
る
。
前
半
は
膠こ
う

着ち
ゃ
く

状
態
が
続
い
た
が
、「
東

京
都
が
優
勢
だ
け
れ
ど
、
私
が
引
い
た
ら
負

け
だ
」
と
気
迫
で
勝
負
し
た
椎
名
さ
ん
が
２

―

０
の
勝
利
。
東
京
都
の
優
勝
を
き
め
た
。

　

会
場
に
は
、
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
中
に
声
を

枯
ら
し
て
い
た
東
京
都
の
一
員
・
石
川
瑛
理

さ
ん
の
姿
も
あ
っ
た
。
準
決
勝
終
了
後
、
決

勝
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
、
自
分
は
控
え
に

回
る
こ
と
を
知
っ
た
。
試
合
に
出
た
い
気
持

ち
が
無
か
っ
た
と
言
っ
た
ら
嘘
に
な
る
が
、

廣
瀬
さ
ん
・
山
田
さ
ん
・
椎
名
さ
ん
の
３
人

が
最
善
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
と
、
打
ち
込
み

の
相
手
を
し
て
突
き
や
蹴
り
を
受
け
続
け
、

「
フ
ァ
イ
ト
！
」
と
大
声
で
士
気
を
高
め
た
。

「
横
道
正
明
監
督
、
関
口
徹
監
督
も
言
わ
れ

受
け
継
が
れ
る
優
勝
杯

第
38
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

日
時
／
２
０
１
０
年
12
月
11
日
〜
12
日

会
場
／
東
京
武
道
館（
11
日
）・
日
本
武
道
館（
12
日
）

―
―

内
閣
総
理
大
臣
杯　

第
38
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　

女
子
団
体
組
手
３
連
覇

〈
今
号
の
表
紙
〉
東
京
都
女
子
団
体
組
手
チ
ー
ム　

左から廣瀬さん、椎名さん、山田さん、そして石川さん。

　

１
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
内
閣
総
理
大
臣
杯

は
、
手
に
持
つ
と
背
骨
に
ズ
ッ
シ
リ
と
響
く

重
さ
が
あ
る
。昨
年
、第
38
回
全
日
本
空
手
道

選
手
権
大
会
女
子
団
体
組
手
で
優
勝
、
こ
の

優
勝
杯
を
受
け
取
っ
た
の
は
東
京
都
チ
ー
ム

だ
っ
た
。
団
体
組
手
が
新
設
さ
れ
た
第
36
回

大
会
か
ら
、
な
ん
と
３
連
覇
で
あ
る
。

　

団
体
戦
の
決
勝
戦
は
12
月
12
日
午
後
２
時

40
分
に
開
始
さ
れ
、
日
本
武
道
館
の
中
央
に

用
意
さ
れ
た
壇
上
に
、
あ
ざ
や
か
な
ラ
イ
ト

を
浴
び
な
が
ら
、
女
子
決
勝
進
出
チ
ー
ム
の

東
京
都
と
京
都
府
が
整
列
し
た
。

　

先
鋒
戦
、
東
京
都
は
３
大
会
連
続
で
出
場

し
て
い
る
高
校
３
年
生
の
廣
瀬
ま
り
さ
ん
が

登
場
。
相
手
は
個
人
戦
で
敗
北
を
喫
し
た
、

京
都
府
の
吉
田
梨
理
子
さ
ん
だ
。

　

追
い
上
げ
て
く
る
吉
田
さ
ん
に
対
し
、
廣

瀬
さ
ん
は
「
個
人
戦
の
よ
う
に
負
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
後
ろ
に
い
る
メ
ン
バ
ー
の

た
め
に
も
、
最
低
で
も
引
き
分
け
に
持
ち
込

ま
な
け
れ
ば
」
と
踏
み
と
ど
ま
り
、
３―

３

の
引
き
分
け
で
中
堅
の
山
田
沙
羅
さ
ん
に
つ

な
ぐ
。

　

山
田
さ
ん
は
高
校
１
年
生
、
こ
の
大
会
に

■女子優勝
個人形／宇佐美里香（前年度優勝）
個人組手／小林実希（学生連盟）
団体組手／東京都

男子結果、全結果は全日本空手道連盟
ホームページへ
http://www.karatedo.co.jp/jkf
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ぎ
ま
で
勤
務
し
た
後
、
大
学
の
練
習
に
少
々

遅
れ
て
参
加
す
る
毎
日
を
送
る
。

　

今
回
は
、
卒
業
し
て
５
年
目
と
い
う
節
目

の
大
会
。「
最
後
」
と
い
う
覚
悟
で
臨
ん
だ

全
日
本
実
業
団
大
会
で
見
事
優
勝
に
輝
き
、

初
の
栄
冠
を
得
た
の
だ
っ
た
。

　

社
会
人
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
お
手
本
の
よ

う
な
前
嶋
さ
ん
だ
が
、
そ
の
両
立
の
コ
ツ

は
「
仕
事
を
一
生
懸
命
・
空
手
も
一
生
懸
命
」

と
い
う
気
持
ち
。
こ
の
充
実
し
た
気
持
ち
が

卒
業
後
も
空
手
を
続
け
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

と
な
り
、
価
値
あ
る
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
役
生
活
と
子
ど
も
好
き
を

両
立
さ
せ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

第
29
回
全
日
本
実
業
団
空
手
道
選
手
権
大
会

日
時
／
２
０
１
０
年
11
月
21
日

会
場
／
ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育
館　

―
―

第
29
回
全
日
本
実
業
団
空
手
道
選
手
権
大
会　

　
　

女
子
個
人
組
手
優
勝　

前
嶋
小
百
合 

さ
ん
（
世
田
谷
区
役
所
）

母校・日大で後輩たちと練習する前嶋さん。大会
当日は全日本大学選手権と重なり、後輩たちの応援
に行くか自分の試合に出るか大いに悩んだという。

　

女
子
個
人
組
手
で
優
勝
を
遂
げ
た
前
嶋
小

百
合
さ
ん
（
世
田
谷
区
役
所
）
は
、
大
学
卒

業
後
も
空
手
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
と
、

子
ど
も
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
道
を
選

び
、
勤
務
先
は
母
校
・
日
本
大
学
の
あ
る
世

田
谷
区
を
希
望
し
た
。
現
在
、
夕
方
６
時
過

■女子団体形
［優勝］帝京大学［準優勝］同志社大学
［第３位］山梨学院大学／青山学院大学
■女子団体組手

［優勝］帝京大学［準優勝］大正大学
［第３位］関西大学／駒澤大学

目
指
せ
！　

日
本
一
、世
界
一
! !

―
―

第
54
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　

女
子
団
体
形
の
部 

準
優
勝　
　
　
　
　

同
志
社
大
学
チ
ー
ム

　

今
大
会
、
決
勝
戦
で
帝
京
大
学
に
惜
し

く
も
敗
れ
準
優
勝
と
な
っ
た
同
志
社
大
学

は
、
オ
ー
プ
ン
大
会
を
含
め
４
回
目
を
迎

え
る
団
体
形
の
部
で
は
、
関
西
勢
と
し
て

初
の
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
女
子
団
体

形
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
２
０
１
０
年
）

の
日
本
代
表
チ
ー
ム
（
酒
居
芙
美
・
木
村

陽
子
・
井
上
和
代
）
も
こ
の
同
志
社
大
Ｏ

Ｇ
で
あ
る
。

　

里
見
唯
さ
ん
（
３
年
）、
木
下
彩
香
さ
ん

（
２
年
）、
柏
岡
鈴
香
さ
ん
（
１
年
）、
秋
元

毬
菜
さ
ん
（
１
年
）
で
構
成
さ
れ
る
現
役

チ
ー
ム
は
、
10
月
に
行
わ
れ
た
全
関
西
大

会
で
優
勝
を
遂
げ
た
が
、
こ
の
時
、
実
は

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
里
見
さ
ん
が
ケ
ガ
で

出
場
で
き
ず
、
１
年
生
の
秋
元
さ
ん
が
代

役
を
務
め
て
い
た
。
里
見
さ
ん
は
そ
の
時

を
振
り
返
り
「
私
の
ケ
ガ
で
皆
に
大
き
な

負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
３
人
の

お
か
げ
で
私
も
全
日
本
の
コ
ー
ト
に
立
つ

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
。

　

一
方
の
秋
元
さ
ん
は
、
今
大
会
で
予
選

と
準
決
勝
に
出
場
。「
旗
が
５
本
上
が
っ

た
瞬
間
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
今
ま
で

練
習
に
費
や
し
て
き
た
時
間
は
決
し
て
無

駄
で
は
な
か
っ
た
」。
ま
た
木
下
さ
ん
は

「
初
め
て
経
験
す
る
分
解
を
一
生
懸
命
練

習
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
た
と
き
の
喜

び
を
分
か
ち
合
え
た
」、
柏
岡
さ
ん
は
「
日

本
一
、
ア
ジ
ア
一
、
世
界
一
を
目
指
し
た

い
」
と
更
な
る
目
標
を
掲
げ
る
。

　

来
年
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
構

成
で
き
る
。
大
学
日
本
一
を
目
指
す
こ
と

は
も
と
よ
り
、
ぜ
ひ
と
も
世
界
の
舞
台
で

一
番
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

笑顔でインタビューに応じる大将の椎名舞さん。

第
54
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

日
時
／
２
０
１
０
年
11
月
21
日

会
場
／
日
本
武
道
館

■女子優勝
女子個人形／酒居芙美（グロウバル）
女子個人組手／前嶋小百合（世田谷区役所）
マスターズ女子個人形／名渡山秀子（沖縄電力）
マスターズ女子個人組手／斉藤准子（東亜連盟）
団体形（男女混合）／グロウバル

男子結果・全結果は全日本実業団空手道連盟
ホームページへ  http://www.wkf.jp/ajbkf/

元気いっぱいの子どもたちを相手に奮闘する毎日。

大学卒業５年目。初めて実
業団王者に輝いた。

1983年 8月 26日生まれ。A型。おとめ座。茨城
県出身。土浦日大高校、日本大学卒業。大学 1年生
からナショナルチームに所属し今年度で９年目。大
学３～４年生の時に全日本大学団体戦 2連覇達成。
国際大会では 02年アジアジュニア＆カデット大会
優勝、09年アジアマーシャルアーツゲームズ優勝。
社会人となってからは東日本実業団大会 4度優勝、
全日本実業団大会は今大会が初優勝。

右より里見唯さん、木下彩香さん、
柏岡鈴香さん、秋元毬菜さん。

クルルンファの分解を見事に極める。

日本武道館で晴れの舞台を経験した。

３回の団体優勝を経験
している、先鋒の廣瀬
まりさん。

高校１年生、初出場の
山田沙羅さん。大役を
まっとうした。

た
よ
う
に
、
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
た
」
と
石
川
さ
ん
。

　

普
段
は
学
校
も
所
属
道
場
も
ち
が
う
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
ひ
と
つ
に
結
束
す
る
。「
後
は

頼
ん
だ
よ
」。「
絶
対
に
勝
っ
て
く
る
か
ら

ね
」。
言
葉
に
せ
ず
と
も
、
先
鋒
と
中
堅
、

中
堅
と
大
将
が
競
技
場
の
外
で
入
れ
替
わ
る

と
き
ポ
ン
と
背
中
を
押
す
、
あ
の
一
瞬
の
肌

の
ふ
れ
あ
い
だ
け
で
、
心
は
伝
わ
る
。

　

前
々
回
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
前
回
の
メ
ン

バ
ー
へ
、
前
回
か
ら
今
回
の
メ
ン
バ
ー
へ
、

受
け
継
が
れ
た
優
勝
杯
。
試
合
当
日
は
監
督

か
ら
選
手
へ
、
決
勝
コ
ー
ト
に
は
入
ら
な

か
っ
た
石
川
さ
ん
か
ら
先
鋒
、
中
堅
、
大
将

へ
と
、
タ
ス
キ
を
渡
す
よ
う
に
「
思
い
」
が

受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
受
け
取
っ
た
内
閣
総
理
大
臣
杯

は
、
重
い
。
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若
い
世
代
が
、
も
っ
と
資
格
を

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
な

喜
島　

今
日
は
全
空
連
の
将
来
に
つ
い
て
、

こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
語
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
公
認
資
格
を
若
い
人
た
ち
に
ど
ん
ど

ん
取
得
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ー
タ

を
見
る
と
日
体
協
の
上
級
指
導
員
や
コ
ー
チ

で
一
番
多
い
年
代
は
60
代
（
15
ペ
ー
ジ
表
参

照
）。
ま
た
全
国
審
判
員
も
同
じ
く
60
代
が

ピ
ー
ク
で
す
（
11
ペ
ー
ジ
表
参
照
）。

小
日
向　

国
際
審
判
員
の
資
格
を
受
け
る
に

は
全
国
審
判
員
の
Ａ
ラ
ン
ク
を
持
っ
て
い
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
よ
ね
。

喜
島　

全
国
審
判
員
の
資
格
を
取
得
す
る
の

は
難
し
く
、
特
に
Ａ
ラ
ン
ク
に
な
る
の
は
本

当
に
大
変
で
す
。
レ
ベ
ル
の
高
い
審
判
員
に

な
る
た
め
に
は
、
実
際
の
大
会
で
場
数
を
踏

む
な
ど
し
て
、
時
間
を
か
け
て
経
験
を
積
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
も

し
30
～
40
代
に
も
っ
と
全
国
審
判
員
資
格
を

取
れ
る
よ
う
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
若
い
審
判
員
が
育
つ
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
国
際
審
判
員
を
出
す

た
め
に
も
、
若
い
全
国
審
判
員
を
育
成
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
井　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
国
際
大
会
で

の
勝
利
を
求
め
た
時
、
選
手
の
努
力
だ
け
で

は
厳
し
い
。
審
判
員
や
指
導
者
、
支
援
者
や

応
援
者
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
た
「
総
力
戦
」

で
戦
わ
な
く
て
は
、
世
界
で
は
勝
て
な
い
時

代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
国
際
審

判
員
が
多
く
輩
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
選
手
に

と
っ
て
も
大
変
心
強
い
と
思
い
ま
す
。

三
村　

若
く
し
て
全
国
審
判
員
資
格
を
取
る

の
は
難
し
い
と
い
う
印
象
も
あ
る
の
で
は
？

手
元
の
デ
ー
タ
で
は
公
認
４
段
は
40
歳
以
下

で
約
380
人
。
一
方
、
40
歳
以
下
で
組
手
全
国

審
判
員
は
59
人
だ
け
で
す
。
こ
の
世
代
の
人

た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

小
日
向　

日
本
か
ら
世
界
の
審
判
員
を
目
指

す
と
い
う
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
育
成
の
場
が

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

喜
島　

日
体
協
の
資
格
を
取
得
す
る
の
も
大

変
で
す
。
助
成
金
で
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
各
都
道
府
県
連
盟
の
定
員

数
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
希
望
す
る
方
が

必
ず
し
も
資
格
を
取
得
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

三
村　

指
導
員
資
格
は
都
道
府
県
連
盟
が
体

協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
講
習
会
を
開
き
、
コ
ー

チ
資
格
は
中
央
競
技
団
体
で
あ
る
全
空
連
が

都
道
府
県
連
盟
に
通
知
し
て
受
講
者
を
募
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
受
講
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

こ
と
を
周
知
す
る
の
も
大
切
で
す
よ
ね
。

喜
島　

と
こ
ろ
で
全
空
連
の
会
員
制
度
で
す

が
、
一
個
人
が
都
道
府
県
連
盟
・
競
技
団
体

を
通
さ
ず
に
直
接
全
空
連
会
員
に
な
る
こ
と

が
、
今
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　

い
ろ
い
ろ
課
題
も
あ
る
よ
う
で
、
簡
単
に

は
い
か
な
い
よ
う
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
全
空

連
ダ
イ
レ
ク
ト
会
員
が
あ
っ
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

若
井　

実
際
に
私
の
周
り
に
も
、
直
接
、
全

空
連
に
会
員
登
録
を
し
て
全
空
連
関
係
の

試
合
に
出
場
し
て
み
た
い
、
と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

た
と
ば
一
定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
加
盟
で

き
る
「
準
会
員
制
度
」
な
ど
が
あ
れ
ば
、も
っ

と
活
動
の
場
を
広
げ
ら
れ
る
方
や
、
気
軽

に
空
手
を
始
め
て
み
る
方
が
増
え
て
、
全
空

連
フ
ァ
ン
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

も
っ
と
い
ろ
ん
な
情
報
を

も
ら
え
た
ら
い
い
な

小
日
向　

学
生
や
若
い
世
代
が
、
競
技
大
会

に
限
ら
ず
、
公
認
段
位
や
公
認
資
格
を
取
る

こ
と
に
も
っ
と
関
心
を
持
て
た
ら
い
い
で
す

よ
ね
。

若
井　

そ
れ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ぜ
ひ
若
い

方
に
も
、
全
空
連
や
都
道
府
県
連
盟
か
ら
の

段
位
や
資
格
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に

キ
ャ
ッ
チ
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
を
考
え
る
と
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に

届
け
ら
れ
る
「
か
ぐ
や
」
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
村　

選
手
を
辞
め
た
ら
全
空
連
会
員
も
辞

め
て
し
ま
う
人
が
多
い
で
す
ね
。
そ
う
し
た

人
た
ち
に
「
選
手
の
後
は
審
判
に
な
れ
ま

かぐや

座談 会

ス ッタ

未来の全空連が
こうなったらいいなぁ
未来の全空連が
こうなったらいいなぁ

［編集チーフ］
喜島 智香子

（ファイザー株式会社）

［編集スタッフ］
三村 由紀

（防衛大学校）

［編集スタッフ］
若井 敦子

（西濃運輸）

［編集・制作］
小池 勝

（楓門社） ［編集・制作］
小日向 藍菜

（月刊 JKFan 編集部）

かぐやスタッフが集まり、全空連の未
来について「こうなったらいいなぁ、
ああなったらいいなぁ」と、ざっくば
らんに語ってみました。

す
よ
、
指
導
者
に
な
れ
ま
す
よ
」
と
い
う
よ

う
な
情
報
を
発
信
す
る
。
そ
し
て
、
育
て
ら

れ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
体
系
化
さ
れ
れ
ば
、

も
っ
と
魅
力
的
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
女
性
に
は
出
産
な
ど
大
変
な
時

期
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
で
も
そ
れ
が

一
段
落
し
た
時
に
、
も
う
一
度
空
手
を
や
ろ

う
か
と
か
、
恩
返
し
し
よ
う
か
と
思
っ
て
も

ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　

私
自
身
、
選
手
と
し
て
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
次
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と

で
空
手
界
に
恩
返
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
か
ら
。

も
っ
と
対
外
的
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
い
い
な

喜
島　

対
外
的
に
全
空
連
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

機
能
が
欲
し
い
で
す
ね
。
全
空
連
を
ど
う

や
っ
て
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
。
ス

ポ
ン
サ
ー
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
に
も
直
結

し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
例
え

ば
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
が

見
て
、
こ
の
団
体
を
支
援
し
よ
う
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。

　

い
く
ら
支
援
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
ま
ず
こ
ち
ら
が
支
援
し
た
い
と
思
わ
せ

る
活
動
を
し
て
初
め
て
周
囲
か
ら
理
解
さ
れ

ま
す
。
ま
ず
自
分
た
ち
が
変
わ
り
、
外
部
に

空
手
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

可
能
性
が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

三
村　

ま
ず
、
基
本
的
な
各
種
デ
ー
タ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
す
こ
と
で
す
ね
。
逆
に

言
え
ば
「
か
ぐ
や
」
は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ

を
公
開
し
て
き
た
の
が
良
か
っ
た
の
か
と
思

い
ま
す
。

喜
島　

最
初
、
公
認
段
位
取
得
者
数
な
ど
、

全
空
連
の
デ
ー
タ
は
公
開
し
て
は
い
け
な
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん

な
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な
の
で
、

も
っ
と
情
報
を
開
示
し
て
「
見
え
る
全
空
連
」

に
し
て
い
け
ば
、
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

三
村　

対
外
関
係
と
い
え
ば
、
先
日
行
わ
れ

た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
全
空
連

と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
こ
う

い
う
も
の
は
そ
れ
を
専
門
に
担
当
し
て
い
る

方
が
出
席
し
た
方
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
し

た
。

喜
島　

本
来
は
担
当
す
る
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
出
席
す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
的
な
委
員
会
が
さ
ら
に
充
実
す
る
と
い

い
で
す
ね
。

小
日
向　

ド
ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
、

空
手
関
係
で
は
な
い
外
部
の
専
門
家
と
情
報

交
換
し
た
り
、
組
織
に
入
っ
て
も
ら
う
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

三
村　

他
の
競
技
団
体
で
は
、
外
部
の
プ
ロ

ト
レ
ー
ナ
ー
を
採
用
し
て
い
る
の
は
珍
し
く

な
い
話
で
す
よ
ね
。

若
井　

そ
う
す
れ
ば
、
選
手
の
不
安
や
負
担

も
軽
減
さ
れ
ま
す
し
、
更
に
競
技
に
集
中
で

き
ま
す
ね
。

喜
島　

空
手
関
係
者
以
外
の
人
の
視
点
で

組
織
や
技
術
を
見
て
分
析
し
て
も
ら
う
こ

と
は
、
時
に
は
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
人
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
、

さ
ら
な
る
空
手
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
も
「
か

ぐ
や
」
を
通
し
て
、
全
空
連
の
将
来
、
空
手

界
の
将
来
に
プ
ラ
ス
に
な
る
建
設
的
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

フ

「かぐや」編集スタッフが集まり
ました！　喜島チーフ（中央）、
三村さん（右）、そして若井さん。

言いたい放題

合計
71 ～

61 ～ 70
51 ～ 60
41 ～ 50
31 ～ 40

～ 30
年代（歳）

4
0
2
2
0
0
0

女性

173
48

101
23
1
0
0

男性

177
48

103
25
1
0
0

総数

表１ 全国形審判員数
（2010 年 12 月 6 日現在）

合計
71 ～

61 ～ 70
51 ～ 60
41 ～ 50
31 ～ 40

～ 30
年代（歳）

41
0
6

15
12
8
0

女性

929
121
351
262
144
51
0

男性

970
121
357
277
156
59
0

総数

表２ 全国組手審判員数
（2010 年 12 月 6 日現在）

私たちが

「かぐや」
スタッフです

2010 年 12 月某日。「かぐや」スタッ
フが集まって座談会を開きました。
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コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

今
回
は
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ
る
三
村

由
紀
さ
ん
が
、
現
役
時
代
や
現
在
の
指
導
で

取
り
入
れ
て
い
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
紹
介
し
ま
す
。
身
体
の

動
き
を
「
調
整
す
る
力
」
を
育
む
も
の
で
、

子
ど
も
時
代
に
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。     

監
修
者
／
三
村 

由
紀
（
防
衛
大
学
校
）

1970 年長野県出身。小学２年生から空手を始める。松
本深志高校、青山学院大学、筑波大学大学院卒業。
1988 年、世界空手道選手権大会で初優勝（18 歳）以来、
形で通算４回の優勝を果たす。その他、福岡世界女子
大会３連覇、東京世界女子大会優勝、全日本大会で２回・
国体で５回の優勝など国内外で活躍。
現在、防衛大学校体育学教育室教官。神奈川県空手道
連盟強化委員。全自衛隊空手道連盟常任理事。
公認６段、日体協公認空手道上級コーチ、日体協公認
アスレティックトレーナー。

三村由紀（みむら・ゆき）
防衛大学校
「かぐや」編集スタッフ

カラダを巧みにあやつる
コーディネーション能力
コーディネーション能力とは
　運動をおこなうときに、筋力や持久力、そして関節の可動性（柔軟性）
が必要なことはいうまでもありませんが、それだけでは十分ではありませ
ん。「使える身体になれ」などといわれるように、運動を調整できる能力が
必要なのです。
　神経系の情報（知覚・平衡感覚・筋感覚など）に応じて、どことどこの
筋肉を協働させるのかを決め、そのスピードや力強さをコントロールしな
がら、ちょうどいい動きを作るという作業が身体の中でおこなわれている
のですが、この調整能力をコーディネーション（協調性・協応性）といい
ます。

12 歳までが大切
　神経系の能力は 12歳までに著しく発達し、その後は大きく変化しません。
つまり、コーディネーション能力を向上させるためには、「プレ・ゴールデ
ンエージ」「ゴールデンエージ」と呼ばれる５〜 12歳の時期に適切なトレー
ニングをすることが大切なのです。

【図「7 つのコーディネーション能力」（ブルーメ、1991）】 

７つのコーディネーション能力
　上図に示されているように、コーディネーション能力は7つにまとめら
れて説明されることが多いのですが、実際の運動は、これらの能力が単独
に機能するのではなく、複数が組み合わされて動き作りに生かされます。

遊びもトレーニング！
　遊びの中にも一部コーディネーション能力を高めるものがあります。
　たとえば、鬼ごっこは空間と鬼がどこにいるかを瞬時に判断する「定位
能力」、鬼から逃げるための「反応能力」、逃げたり捕まえるときのフェイ
ントなどは「変換能力」を高めるといえます。
　また、お手玉は、玉を投げる高さや速さを変える「リズム能力」、お手玉
をうまくコントロールする「識別能力」を高めているといえます。
　コーディネーション能力を高めるには様々な運動が考えられますが、今
日は用具を使わない運動を紹介します。左ページ「１」から「３」は遊び
感覚でできる比較的易しい種目です。空手の動きを取り入れた「４」、親子
でふれあいながらできる「５」も、トライしてみてくださいね。
　子どもには個人差がありますが、３才くらいから「５」のような親子で
のトレーニングが出来るようになります。

１．じゃんけんジャンプ

２．リズムジャンプ

３．ステップオンゲーム

４．蹴り足くぐり

５．親子でコアラ

ジャンプして、空中で「じゃんけん」をします。
跳んだときに足を閉じていたら「グー」、左右に開いたら「パー」、
前後に足を開いたら「チョキ」です。
二人ひと組で、向かい合っておこないましょう。

チョキ！ グー！

パー！

二人ひと組で、一人が長座（ひざを伸ばして）で座ります。
もう一人は、その脚をまたぐように（パーのように）して、
立ちます。立っている人がジャンプして「グー」にするので、
座っている人は踏まれないように「パー」にします。動きと
気持ちを合わせて、リズムよくおこなってみましょう。

二人ひと組になり、向かい合って手をつなぎます。
まずお互いに引っ張り合います（右のイラスト）。
合図があったら、お互いの足の甲を踏み合います（左のイラス
ト）。手はつないだままですよ！

５、６人のグループをつくります。
一列にならび、全員「横蹴り」のかたちをとります。
端の人がその脚の下を通り抜けます。
一人目が終わったら、次の人が通り抜けます。「馬跳び」と
同じ要領です。

「木」になった親の身体
に子どもが抱きつき、身
体の周りをぐるりと一周
します。
親が助けながらおこなっ
てもよいですが、段階的
に手伝う度合いを減らし
ていきましょう。
子どもが親の身体をの
ぼっていき、「肩車」の
かたちになるのも、いい
運動ですよ！
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────　編集後記　────
新たな年がスタートし、目標を立てて何かし
なければと考えています。いつも仕事と空手
で忙しくしていると、あっという間に時間が過
ぎてしまいます。今年は数年ぶりにゴルフを
再開し、英語も勉強しなければと思っていま
す。１月早々、メディアタブレットを購入し、
朝刊、夕刊の新聞がどこにいても読めるよう
になり、また書
籍も電子版で
読めるように
なったのは、新
たな年の始ま
りとしては画期
的なことです。

（ＣＫ）

今年のお正月は、沢山のパワースポットを
巡りました！
卯（う）れしいことがありそ（う）卯っ！ 
新しい年の始まりは、新たなドラマの始ま
りであり○○の予感？！
仲間達と共に、今年も力一杯に感動を楽し
みたいと思います！　頑張ろ（う）卯っ！

（ＡＷ）　

●
質
問
１　

松
濤
館
流
の
特
徴
は
？

　

遠
い
間
合
い
か
ら
直
線
的
に
繰
り
出

さ
れ
る
力
強
い
技
が
特
徴
で
す
。

　

下
段
払
い
や
揚
げ
受
け
な
ど
で
は
、
身

体
を
大
き
く
使
っ
て
演
武
し
ま
す
。
攻
撃

技
だ
け
で
な
く
、
受
け
技
で
も
相
手
の
突

き
蹴
り
を
砕
く
ほ
ど
の
威
力
を
出
せ
る

よ
う
、
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

威
力
の
こ
と
を
、
ス
ピ
ー
ド
と
力
を
合
わ

せ
た
「
極
め
（
き
め
）」
と
い
い
ま
す
。

●
質
問
２　

い
つ
、
誰
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　

創
ら
れ
た
流
派
で
す
か
？

　

流
祖
は
船
越
義
珍
（
ふ
な
こ
し
・
ぎ
ち

ん
、１
８
６
８
～
１
９
５
７
）
先
生
で
す
。

沖
縄
県
に
生
ま
れ
糸
洲
安
恒
・
安
里
安
恒

先
生
の
も
と
で
「
首
里
手
（
し
ゅ
り
て
＝

唐
手
の
流
れ
の
ひ
と
つ
）」
を
学
び
、
大

正
11
年
に
上
京
、
本
土
で
初
め
て
空
手
を

公
開
し
た
こ
と
が
有
名
で
す
。
そ
の
後
、

東
京
に
留
ま
り
、
大
学
を
中
心
に
指
導
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
名
称
「
唐
手

（
ト
ウ
デ
ィ
ー
）」
に
代
わ
っ
て
「
空
手
道
」

と
い
う
名
称
を
提
唱
し
た
人
物
で
も
あ

り
ま
す
。

　

昭
和
14
年
１
月
29
日
、
船
越
先
生
の

「
松
濤
館
道
場
」
が
落
成
し
ま
し
た
。
こ

の
流
派
名
は
門
弟
た
ち
が
船
越
先
生
の

雅
号
「
松
濤
」
に
由
来
し
て
掲
げ
た
も
の

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
質
問
３　

特
徴
的
な
立
ち
方
が

　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
か
？

　

上
の
イ
ラ
ス
ト
「
後
屈
立
ち
（
こ
う

く
つ
だ
ち
）」「
騎
馬
立
ち
（
き
ば
だ
ち
）」

を
例
に
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

●
質
問
４　

松
濤
館
流
の
指
定
形
は
？

　

第
一
指
定
形
は
、「
観
空
大
（
カ
ン
ク

ウ
ダ
イ
）」「
慈
恩
（
ジ
オ
ン
）」

　

第
二
指
定
形
は
、「
燕
飛
（
エ
ン
ピ
）」

「
観
空
小
（
カ
ン
ク
ウ
シ
ョ
ウ
）」

●
質
問
５　

形
の
稽
古
と
演
武
で

　
　
　
　
　

大
切
な
こ
と
は
？

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
出
そ
う
と
す
る
あ

ま
り
形
が
粗
く
な
ら
な
い
よ
う
、
松
濤
館

流
の
形
の
３
要
素
「
体
の
伸
縮
」「
技
の

緩
急
」「
力
の
強
弱
」
を
う
ま
く
使
っ
た
、

一
瞬
の
力
の
集
中
が
大
切
で
す
。
立
ち
方

に
お
い
て
は
股
関
節
、
足
首
、
膝
の
柔
ら

か
さ
は
早
い
上
達
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

松
濤
館
流
に
限
ら
ず
形
審
査
で
は
、

基
本
を
忠
実
に
①
本
人
の
身
体
能
力
に

応
じ
た
技
の
力
強
さ
・
ス
ピ
ー
ド
が
あ
る

か
②
無
駄
な
動
き
が
な
い
か
③
正
中
線

を
意
識
で
き
て
い
る
か
④
形
の
意
味
を
理

解
し
て
い
る
か
⑤
よ
く
鍛
錬
、
練
習
し
て

い
る
か
。
審
査
員
は
こ
の
よ
う
な
点
を
見

て
い
ま
す
。

監修／津山捷泰 先生
つやま・かつひろ　1939年、佐賀県
出身。13歳から空手を始める。拓殖
大学卒業後、京都産業大学空手道部師
範に就任。
世界空手連盟技術委員長を歴任。現在、
全日本空手道連盟強化担当特別相談
役。全空連公認８段、範士、一級資格
審査員。（社）日本空手協会国際理事。

遠
い
間
合
い
か
ら
直
線
的
に
繰
り
出
さ
れ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
技
が

「
松
濤
館
流
（
し
ょ
う
と
う
か
ん
り
ゅ
う
）
の
特
徴
で
す
。
松
濤
館
流
の

立
ち
方
の
ポ
イ
ン
ト
の
注
意
点
を
質
問
し
ま
し
た
。

松 濤 館 流
知りたい！
流派の特徴
その４

騎馬立ち
（きばだち）

後屈立ち
（こうくつだち）

重心は中央に。

前 屈 立 ち と
ほぼ同じ幅、
高さとなる。

　

平
成
22
年
12
月
１
日
現
在
の
日
体
協
公
認

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
（
空
手
道
）
の
資
格
取
得

者
数
は
２
８
８
８
人
で
、
剣
道
の
１
２
１
０

人
、
柔
道
の
５
７
５
人
と
比
べ
良
好
な
成
績

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
空
連
が
日
体

協
の
意
を
汲
み
、
日
頃
か
ら
空
手
道
の
指
導

活
動
の
促
進
と
指
導
体
制
の
整
備
に
努
め
て

き
た
結
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
内
訳
を
見
る
と
、

女
性
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
、
資
格
取
得
者

の
年
齢
が
50
代
か
ら
60
代
、
70
代
に
偏
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

指
導
員
資
格
は
コ
ー
チ
が
30
歳
以
上
、
上

級
コ
ー
チ
は
36
歳
以
上
の
制
限
が
あ
り
、
ま

た
４
段
以
上
、
６
段
以
上
と
い
う
要
件
も
女

性
や
若
手
指
導
者
の
取
得
を
阻
む
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
、
例
え
ば
剣
道
で
は
、
日

体
協
と
相
乗
り
し
な
が
ら
も
独
自
の
指
導

者
育
成
事
業
を
持
ち
、
昨
年
12
月
現
在

で
、
初
級
資
格
者
を
５
５
６
６
名
、
中
級
を

１
９
７
７
名
、
上
級
を
３
０
６
名
認
定
し
、

各
地
域
で
の
普
及
・
指
導
に
当
た
ら
せ
て
い

ま
す
。
柔
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
水
泳

も
同
じ
よ
う
な
指
導
ラ
イ
セ
ン
ス
体
系
を
持

ち
、
資
格
取
得
は
公
認
水
泳
指
導
者
が
18
歳

か
ら
、
公
認
柔
道
指
導
員
は
20
歳
か
ら
と
普

及
に
重
点
を
置
い
た
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
な
技
術
と
武
道
の
伝
統
を
重
ん
じ
、

資
格
を
ス
テ
ィ
タ
ス
と
す
る
空
手
道
と
の
対

比
は
難
し
い
の
で
す
が
、
普
及
と
い
う
観
点

で
考
え
れ
ば
、
指
導
員
資
格
の
多
様
化
や
複

線
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｋ
Ｆ
情
報

日
体
協 

資
格
取
得
者
デ
ー
タ

写 真 ／ あ り が
たーいショット
by A・W。
ご 利 益 あ り そ
う？！

しょう とう  か ん りゅう

体重は前足に３、
後ろ足に７の割合
でかける。
※練習の際は自分
の気持ちで「前足
に２、後ろ足に８」
の割合で行うとよ
い。

股関節をしっか
り落とし、柔ら
かく使う（どちら
の立ち方も）。

後ろ足のつま先は
外側に開かない。

身体は半身となる。

横一直線上
に立つ。

両足のつま先
は、やや内側
に向ける。

膝 頭 の 垂 直
線 は 、 親 指
の 付 け 根 の
や や 内 側 に
落ちる。

前 屈 立 ち と
ほぼ同じ幅、
高さとなる。

（財）日本体育協会公認スポーツ指導員（空手道）取得状況　平成 22 年12 月１日現在
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■＝女性　■＝男性　

少し遅いですが、読者の皆さま、あけまして
おめでとうございます。年賀状で「かぐや読
んでます！」など、うれしいお言葉をたくさん
いただきました。さて、下の写真は先日行わ
れた、コーチ講習会の様子です。今回12 〜
13 ページで紹介させていただいたトレーニン
グの一部をやりました。子どもがやるとより
効果的なので
すが、大人にも
活用できます。
受講者の先生
方も子どもに
返って？とても
楽しそうでした

（笑）　　（ＹＭ）
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